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「神は私たちの心よ
り大きい」（一ヨハ
ネ3･20）痛悔と和解
（3）

ゆるしの秘跡は、教会の「世
界と神を和解させる」という
使命の実現において中核的な
役割を果たします。
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前回までの記事を読む
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世界に美しさを取り戻す秘跡

聖アウグスティヌスは「教会とは、
神と和解した世界である」[1]と述べ
ました。ですから、神の家族は「世
界を神と和解させること」を通して
成長していきます。「これこそが、
すべての人の偉大な使徒的使命で
す」[2]。そしてゆるしの秘跡は、こ
の和解の実現において中核的な役割
を果たします。この秘跡によって私
たちは咎から解放され、罪から距離
を置くことができます。無条件に愛
してくださる御父の前では何も隠す
必要がないと悟ることができます。
告解の秘跡は、私たちが自分の弱
さ、矛盾、傷と向き合うことを助け
ます。それらを癒すことのできる唯
一の医者のみ前にすべてを提示する
のです。聖パウロは神に対する信頼
を持つように私たちを励まします。
「だから、キリストの力がわたしの
内に宿るように、むしろ大いに喜ん



で自分の弱さを誇りましょう」（二
コリント 12･9）。

このような信頼は、同時に痛悔、す
なわち、自らの中にある悪に苦しむ
心と結びついています。「わたしの
咎をことごとく洗い、罪から清めて
ください。 あなたに背いたことをわ
たしは知っています。わたしの罪は
常にわたしの前に置かれています」
（詩編 51･4-5）。カトリックの伝統
は、痛悔には2つの種類があると言
います。一つは神への愛から生じる
もので、これは三位一体の神──私
の人生において最も大切な存在──
の愛を拒んだことを悔やむもので
す。もう一つは間接的に生まれる痛
悔で、たとえば「罪の醜さを思う
心、あるいは永遠の罰（…）に対す
る恐れなどから生じるもの」[3]で
す。前者は「完全な痛悔」と呼ば
れ、この痛悔によって、たとえ大罪
であっても、「できるだけ早くゆる
しの秘跡を受けるという固い決心」



[4]があれば、神はその罪をゆるして
くださいます。後者は「不完全な痛
悔」と呼ばれますが、これも「神の
たまものであり、（…）ゆるしの秘
跡においてそのゆるしを得るための
心の準備となります」[5]。痛悔の祈
り──たとえば一日を通して何度も
唱える「イエス様、ごめんなさい」
といったような短い祈り──は、心
の痛みを呼び覚まし、神のあわれみ
を一層豊かに受け取り、それを他者
に分かち合うことを可能にします。

カトリック教会のカテキズムは、ゆ
るしの秘跡──通常の生活において
大罪から私たちを解放する唯一の場
──とともに、小罪のゆるしを受け
ることができるその他の形を教えて
くれます。聖書や教父たちは、たと
えば「隣人と和解する努力、悔い改
めの涙、隣人の救いへの配慮、聖人
たちの執り成し、『多くの罪を覆
う』（一ペトロ 4･8）隣人愛の実行
などを挙げています」[6]。しかしそ



れでも教会は、小罪についても、ゆ
るしの秘跡を受けることを勧め続け
ています。聖パウロ六世はこう述べ
ました。「頻繁な告解は、今なお、
聖性、平和、喜びの特別な源泉であ
り続けています」[7]。また聖ホセマ
リアはこう言います。「 小心に​陥ら
ないよう​注意して、​毎週、必要なと
きはいつでも、悔い改めの聖なる秘
跡、神のゆるしの秘跡にあずかって
ください（…）。すると、世界の​歓
喜を​再発見できる。世界は神の​手か
ら生まれた​汚れなく​美しいものです
から、痛悔の心をもつことができれ
ば、世界に​元々の​美しさを取り戻し
て神にお返しすることができるで
しょう」[8]。

頻繁な告解は、私たちの心を繊細に
し、冷淡さや神の愛に抵抗すること
に慣れてしまうことを防ぎます。ベ
ネディクト十六世は、こう述べたこ
とがあります。「私たちの罪は、多
くの場合同じようなものかもしれま



せん。しかし、私たちは自分の家や
部屋を、少なくとも​毎週一度は掃除
します。たとえ、同じような​汚れで
あっても、清潔な空間で生活し、リ
フレッシュするためにそうするので
す。さもないと、​汚れは気が付かな
いうちにたまっていきます。同様の
ことが霊魂にも言えます。もしまっ
たく告解をしなければ、霊魂は放置
されてしまい、やがて自己満足に​陥
り、もう自己を改善する必要を感じ
なくなるのです。告解という秘跡に
おいてイエスがくださる霊魂の清め
は、より目覚めた良心をもたらし、
心を開き、人格的・霊的に成熟する
助けとなります」[9]。

教皇フランシスコは、「和解の秘跡
はキリスト教生活の中心に​再び位置
づけられる必要がある」[10]と記して
います。大きな傷の癒しだけでな
く、日々のキリスト者としての歩み
においても、この秘跡は必要不可欠
な味方です。それは、日ごとに私た



ちが自分をより深く知り、神のあわ
れみに満ちたみ心に親しむ助けとな
るからです。悪へと向かわせる習慣
や性向を、すぐにすべて克服するこ
とは難しいでしょう。恵みは、私た
ちの人生とともに歩み、それと一体
化されていきます[11]。だからこそ、
自分の弱さに対する絶望を生み出す
ような非現実的な誤った期待を作り
出さずに、常にイエスに目を向けて
いましょう。私たちを癒したいと望
み、実際に癒すことのできる方のも
とに、何度でも立ち返っていきま
しょう。なぜなら、「霊的生活と
は、絶えず​始めること、​繰り返しや
り直すこと」だからです。「やり直
すって？ そうだ。痛悔する度に
（...）あなたはやり直したことにな
る。痛悔するごとに、​再び神を愛し
​始めるからである」[12]。
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